
「風のみち」。風・緑・人を誘う。写真手前の前面道路と約60度の角度を持つ。
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熟
し
て
ゆ
く
街
に
お
い
て
学
校
と
地
域

と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る

の
か
と
い
っ
た
課
題
と
共
に
、
二
十
一

世
紀
の
学
校
の
あ
り
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
建
築
で
あ
る
。

　
「
Ｌ
壁
」
と
呼
ば
れ
る
Ｌ
型
の
壁
が
、

小
中
学
校
の
教
室
群
の
基
本
的
な
構
成

要
素
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
建
築
の
基

本
構
造
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

「
離
散
的
に
配
置
」
さ
れ
る
こ
と
で
全

体
の
統
一
感
を
保
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
主
旨
を
尊
重
し
た
空
間
構
成

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、「
Ｌ
壁
」
以
外

の
非
構
造
壁
に
は
可
動
す
る
建
具
を
採

用
し
た
り
、
家
具
で
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ

ィ
を
適
宜
持
た
せ
る
こ
と
で
、
独
立
し

た
教
室
、
あ
る
い
は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
の
よ
う
な
、
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
風
向
き
に
配
慮
し
た
結
果
、

「
Ｌ
壁
」
は
前
面
道
路
か
ら
約
六
〇
度

振
れ
て
建
ち
、
全
体
を
構
成
す
る
グ
リ

ッ
ド
は
、
道
路
お
よ
び
向
か
い
側
の
住

宅
地
と
は
正
対
し
な
い
配
置
計
画
を
実

現
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
生
ま

れ
た
雁
行
し
た
建
築
の
表
面
積
は
大
き

く
、
ま
た
建
物
は
横
方
向
に
広
が
り
、

加
え
て
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
の
採
用
な
ど
も

　

流
山
市
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

開
通
に
よ
っ
て
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
好
に
な
り
、
ま
た
自
然
環
境
に
は
き

わ
め
て
恵
ま
れ
、
子
育
て
支
援
施
設
も

充
実
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
現

代
の
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
移
住
に
よ

る
子
育
て
世
代
人
口
が
増
え
つ
つ
あ
る

地
域
で
あ
る
。
本
施
設
は
小
中
併
設
校

の
最
大
児
童
生
徒
数
が
一
、八
〇
〇
人
と

い
う
大
規
模
な
学
校
と
公
共
施
設
が
複

合
化
さ
れ
た
、延
床
面
積
二
二
、〇
〇
〇

平
方
㍍
の
建
築
で
あ
り
、
小
中
併
設
校

に
加
え
、
地
域
交
流
、
学
童
ク
ラ
ブ
、

こ
ど
も
図
書
館
な
ど
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
学
校
教
育
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
る
の
か
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
成

選
評

＞＞ 流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館

2016年 第57回
BCS賞受賞作品紹介

鳥瞰。敷地は市街地とオオタカが営巣する森に隣接する。

アクティビティホール。道路に面し、町と繋がる。

こども図書館。風のみちに面する。様 な々交流が生まれる。

＜ 2016年 第57回 BCS賞受賞作品 ＞　飯野ビルディング　大手町タワー／大手町の森　京都国立博物館 平成知新館　グランフロント大阪　
高志の国文学館　ザ・リッツ・カールトン京都　住田町役場　東京スクエアガーデン　流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館　
日清食品グループ the WAVE　穂の国とよはし芸術劇場 PLAT　八幡厚生病院本館　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部棟　Ribbon Chapel　龍谷大学 和顔館　
 ［特別賞］札幌市北3条広場・札幌三井JPビルディング　
日本橋室町東地区開発：室町東三井ビルディング、室町古河三井ビルディング、室町ちばぎん三井ビルディング、福徳神社

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2016年で57回を数えます。

流
山
市
立
お
お
た
か
の
森
小
・
中
学
校
、

お
お
た
か
の
森
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
図
書
館
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所在地：千葉県流山市市野谷621-1
竣工日：平成27年3月2日

敷地面積：	34,026㎡
建築面積：	10,969㎡
延床面積：	22,051㎡

階数：地上3階
構造：�鉄筋コンクリート造 

一部プレキャストプレストコンクリート造　鉄骨造

含
め
る
と
、
短
い
工
期
で
完
成
さ
せ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ま
さ
に
、
施
工
サ
イ

ド
と
の
連
携
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
音
楽
ホ

ー
ル
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
が
前
面
道

路
に
面
し
て
配
置
さ
れ
、
学
校
建
築
が

新
し
い
地
域
社
会
の
交
流
拠
点
を
持
つ

こ
と
で
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
ど
も
図
書

館
は
建
物
の
中
央
に
置
か
れ
、
小
学
生

と
中
学
生
、
地
域
の
人
び
と
と
の
結
節

点
と
な
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
複
合
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

各
管
轄
機
関
と
の
調
整
の
も
と
、
領
域

を
明
確
に
保
ち
な
が
ら
も
視
線
の
通
る

可
動
建
具
の
採
用
に
よ
り
区
画
を
越
え

て
空
間
を
利
用
す
る
な
ど
、
多
様
な
使

い
方
が
で
き
る
提
案
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
「
風
と

光
に
応
答
す
る
」
開
放
的
な
学
校
建
築

は
、
す
べ
て
を
機
械
設
備
に
頼
ら
な
い

と
い
う
運
営
方
針
の
も
と
、
今
後
の
教

育
施
設
の
あ
り
方
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

 ［
選
考
委
員
］

木
下
庸
子
・
佐
野
吉
彦
・
栗
山
茂
樹

小学校オープンスペース。空間が緩やかに連続する。

中学校オープンスペース。折戸により外と繋がる。 こども図書館。光が降り注ぐ読み聞かせコーナー。

＞＞ 流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館

第二屋内運動場。明るい屋内広場。 第一屋内運動場。街と大きな軒下で連続する。

計画概要 建築主：流山市 設計者：㈱シーラカンスアンドアソシエイツ 施工者：�㈱大林組　

森とまちを繋ぎ、街全体へ学校としての活気
があふれ、地域の核となる学校となっていま
す。
　市内初の小中併設校として、児童生徒の交
流や教職員の連携により、小中学校での学び
の連続性を考慮した学習をより効果的に進め、
小中の繋がりを基に教育を行っています。

「学ぶ子にこたえる流山市」として、この学校
を核として教育行政に取り組んでまいります。

　本校は、豊かな自然、光、風を取り込む設
えとなっており、教室ゾーンにおいては学習
スペースや落ち着きのあるコーナーを大切に
しながら、広いデッキや全面開口折戸によっ
て、学校全体が開放感のある児童・生徒の活
動の場となっています。また、地域住民も利
用しやすい施設として、地域交流の場として
おおたかの森センター、こども図書館をはじ
め、ランチルームなど新しい学びの場として、

魅力ある流山の教育
～学力・気力・体力の3つの柱を軸として～

建築主
より

施工者
より

設計者
より

からのサービスを可能とし、アクティビティ
ホールの工事着手を1カ月前倒しにすること
ができました。
　「風と光に応答する」開放的な学校を目指
す建築主と、細部にまで拘る設計者と、三人
四脚で駆け抜け、その熱い思いを形にするこ
とができました。工事に携わったすべての方
に感謝致します。

　当建物は、地上3階建で延床面積が22,000
㎡という、横に広く複雑な形状で、上棟から
仕上げ完了までが４カ月と、もとより非常に
厳しい工程でした。また、南側は敷地境界建
物が近接しており、施工エリアを確保するた
め、アクティビティホールを後施工としたと
ころ、これがクリティカルとなりました。打
開策として、工事途中で仮設計画を見直し、
ジブクレーンを新たに設置することにより北

手作り感に溢れた
とても開放的な学校ができました

株式会社大林組
東京本店
LIXIL野田工事事務所
所長（現職）
流山小中学校工事
事務所 所長（当時）

渡辺謙一
Kenichi Watanabe

ルや様相が異なる空間がＬ壁の教室群のなか
に現れ、デッキテラスや木々の間から子ども
たちや地域の人々の活動が見え隠れする。
　様々なプログラムが集結する複合体が、森
のような空間によって全体像を結び、ゆるや
かに秩序づけられた都市のように現れる。学
校を中心とした複合施設として地域社会の核
になることを期待しています。

　森のように離散するＬ壁が空間や環境、
人々を緩やかにつなぎ、アーティキュレート
することで、建築的な構築の方法を都市的な
規模まで昇華させ、新しい建築をつくれるの
ではないかと考えました。
　動線のスパインである「風のみち」を街と
森を繋ぐように通し、積層された「体育館」、
森を切り取ったような「森のにわ」、小学校低
学年のための「遊びのにわ」、これらのスケー

木立の広がりにアクティビティが
見え隠れする。風と光に応答する建築

株式会社シーラカンス
アンドアソシエイツ
代表取締役

赤松佳珠子 
Kazuko Akamatsu
小嶋一浩
Kazuhiro Kojima

流山市役所
流山市長

井崎義治
Yoshiharu Izaki


